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第 5版（2022/09/22） 
 

My City Construction 業務・工事データ登録手順マニュアル  

～受注者・発注者共通作業～ 
 

下記の業務・工事データ登録手順のうち、赤枠の【受注者】【発注者】共通作業の組織ユ

ーザ作成申請におけるマニュアルです。 

 

【受注者】【発注者】共通作業  ※原則、初回の 1 回だけの作業 

１．組織ユーザ作成申請 

注）部署等の単位で複数のユーザを登録することも可能です。その場合は、代表者（管

理者）が「組織ユーザ作成申請」をする際に、作成したいユーザ分をリストで作成し、

事務局（mcc-contact@aigid.jp）へ送付することでまとめて申請することができます

（巻末参照）。 

※申請用 Excel 様式は下記 URL 内のリンクから取得可能です

（https://wscart.geospatial.jp/gp_front/content/a38ad006-c9fe-4cee-8ffa-7b3c73e0924f）。 

※発注者については、所属部署毎に権限を設定することが可能です。 

※受注者についても複数組織ユーザを作成できますが、現時点では組織ユーザ毎の

権限設定機能はないため、会社で 1 組織ユーザでの対応を推奨します。 

 

【受注者】の作業  ※業務・工事単位で発生する作業 

２．ログイン 

３．業務・工事データ登録 

４．成果品アップロード 

５．業務・工事データ承認申請 

 

【発注者】の作業  ※業務・工事単位で発生する作業 

６．ログイン 

７．業務・工事データの承認または差し戻し 

８．関係者の招待 

 

【参考】 

９．便利機能 

１０．API キーの発行・確認 

１１．よくあるお問い合わせ 
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＜改訂履歴＞ 

バージョン 改訂年月日 備考 

第 1 版 2018/12/21 初版 

第 2 版 2019/04/09 推奨・非推奨 Web ブラウザの表記更新 

第 3 版 2020/02/03 ユーザ一括登録に関する記載の追記 

第 4 版 2021/05/14 一部文言等を修正 

第 5 版 2022/09/22 一部文言を修正。 

画面を最新版に更新。 

 

＜推奨 Web ブラウザ＞ 

  
  

Chrome Firefox Edge Opera 

 

※各最新バージョンに限る 

 

＜非推奨 Web ブラウザ＞ 

 
InternetExplorer 

 ※InternetExplorer ではフォルダを指定した成果品のアップロードはできません。 
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1  組織ユーザ作成申請 【受注者】【発注者】 

※平成 29 年度の実証実験に参加し、ユーザカウントを持っている場合はその組織ユーザ

を使うことができます。 

 

① my city construction のトップページから、組織ユーザ作成申請をクリックし
ます。 

 

 

② Ｇ空間情報センター組織ユーザ作成申請ページへ移動をクリックします。 

 

 

★組織ユーザを登録するに当たっての以下の書類の PDF ファイルにしたものをいずれか

一つをご用意ください。 

建設業の方 

・建設業許可証の写し 

・建設業許可番号を証明する書面 

建設関連業（建設コンサルタント業・地質調査業・補償コンサルタント業・測量

業）の方 

・登録通知書の写し 

・登録更新通知書の写し 

・現況報告書（行政庁の受付印・確認済印のあるもの）の写し 

・登録証明書の写し 

・一級建築士事務所登録が行われていることを証する書面（本社の登録を証する書面） 

それ以外の方 

・登記事項証明書の写し 

・履歴事項証明書の写し 
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③ 申請画面で必要な情報を記入した後、送信ボタンをクリックします。（組織
種別が「官公庁」の場合、組織の証書の添付が無くても登録可能です） 
※複数のユーザを一括で登録したい場合は、申請用 Excel 様式（巻末参照）
に必要ユーザ分を記載の上、事務局（mcc-contact@aigid.jp）へ送付してく
ださい。 

 

 

  

 

代表者として登録する担当者は、Ｇ空間情報セ

ンターの利用者を兼ねることになります。その

ため、特定の業務・工事の担当者ではなく、今

後のシステム利用も踏まえ、ＩＤ申請や登録等

に関する連絡窓口となる方を記載して下さい。 
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④ 申請後、3 営業日以内に申請内容を事務局で確認、My City Construction で利
用可能な組織ユーザを作成し、記載したメールアドレス宛に以下のようなメ
ールを送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社○○ 
○○様 
 
こちらは、オンライン型電子納品システム運営事務局です。 
平素より G 空間情報センターをご利用いただきまして、感謝申し上げます。  
 
組織ユーザ申請に基づき、My City Construction で利用可能な次のユーザを作成
いたしましたので、お知らせいたします。 
 
ユーザ名 
xxxxxxxxxxxx 
パスワード 
xxxxxxxxxxxx 
 
次 の ペ ー ジ よ り 上 記 の ユ ー ザ 名 、 パ ス ワ ー ド で ロ グ イ ン し て My City 
Construction をご利用ください。 
 
https://mycityconstruction.jp/users/login 
 
ご不明な点がございましたら、次のメールアドレスまでご連絡願います。 
mcc-contact@aigid.jp 
どうぞ、よろしくお願いいたします。 
 
※このメールは、配信専用のアドレスで配信されています。 
このメールに返信されても、返信内容の確認およびご返答ができません。 
あらかじめご了承ください。 
このメールの内容についてのお問い合わせは、 
下記の連絡先までメール、または電話でお願いします。 
 
--------------------------------------------------------------------------------- 
オンライン型電子納品システム運営事務局  お問合せ窓口 
TEL: 080-9086-0303 
e-mail: mcc-contact@aigid.jp 
--------------------------------------------------------------------------------- 
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11  【参考】よくあるお問い合わせ 

よくあるお問い合わせは、下記 URL にも掲載しています。 

【https://mycityconstruction.jp/contact】 

 

Q：組織ユーザはどの単位で作成すればよいですか？ 

A：企業単位で組織ユーザを作成してください。1 つの企業内で複数の組織ユーザを作成

する場合（部署ごとに作成する等）、HP

（https://wscart.geospatial.jp/gp_front/content/a38ad006-c9fe-4cee-8ffa-

7b3c73e0924f）に掲載している申請用 Excel 様式に必要事項を記入の上、事務局

（mcc-contact@aigid.jp）へ送付してください。 

 

Q：受注者と発注者で別々の組織ユーザを作成する必要がありますか？ 

A：組織ユーザは受注者と発注者で別々に登録する必要があります。 

 

Q：利用登録（組織ユーザ作成）に費用は発生しますか？ 

A：発生しません。 

 

Q：何台まで同時にログインできますか？ 

A：ログイン数に上限はありません。複数台の PC で同時にログインし、それぞれの端末で

別の業務・工事データの登録をすることも可能です。 
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【巻末：部署等の単位で複数のユーザを一括で登録したい場合の登録様式】 

右記 URL内リンクより取得可能です（https://wscart.geospatial.jp/gp_front/content/a38ad006-c9fe-4cee-8ffa-7b3c73e0924f） 

 

 
 

※事務局記入欄 ※事務局記入欄 ※事務局記入欄 ※事務局記入欄

組織名 所属・部署名 担当者名 担当者メールアドレス 住所 電話番号 組織種別 希望するユーザ名 権限※1 法人番号 部局コード ユーザ名 初期パスワード

例）〇〇県 例）〇〇〇部×××課 山田 太郎 sample@sample.com 〇〇県××市△△町1-1-1 xxx-xxx-xxxx 官公庁 sample 1.法人内全て xxxxxxxxxxxxx xxxxxxxx

※1：権限について

1.法人内全て 法人番号に紐づく全登録データについて全ての権限（承認等の権限）を有する

2.部署内のみ 部局コードに紐づく登録データについて全ての権限（承認等権限）を有する（閲覧は法人番号に紐づく全登録データについて可能）

注）ユーザ登録は1つの所属・部署に対して1つとします。同じ所属・部署内で複数のユーザを登録することはできません。 発注者については、所属部署単位に承認権限を設定することが可能です。他部

署の成果品を誤って承認することなどを防止できます。 

受注者については所属部署毎に権限設定をすることはできません。全ユーザ同

一権限となります。 


